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映画試写会に行きました！ 
 

7/28 公開映画『君の膵臓を食べたい』 

原作･住野よる 
図書館司書限定で (株)東宝関西営業所にて開催！ 

映画会社の内部に入る貴重な経験でした☆ 
 

【作品紹介】 

重い膵臓病を患う桜良と､彼女の病を知るクラスメ

ートの「僕」との､はかなくも美しい高校時代が描か

れている。映画では､原作にはない12年後の､僕が母

校の教師になったところから物語が始まる。12年の

時を越えて届く桜良からの想い･･･にご期待を☆ 

 

ただ今、映画原作本コーナーにて、 

『キミの膵臓を食べたい』 

映画紹介の企画展示を展開中！ 

 

◆夏休み特別貸出◆ 
７/１２（水)よりスタート 

 

 図書･･･8冊まで 

 雑誌･･･5冊まで 

 英語多読･･･3冊まで 

 貸出 OK！ 
 

返却期限 ９/７(土） 
 

 

７月の時事の棚 

 

人工知能（AI）と未来社会 
 

AI（artificial intelligence）とは､人工的にコンピ

ュータ上などで人間同様の知能を実現させる試

み。例えば､自動運転車や自動翻訳･通訳とか､最

も身近なAIでは､iPhoneの音声操作アプリ「Siri」

がそうだ。2030年頃には汎用性 AI が普及する

と言われている。消滅する職業も出てきます。 

進路選択をする高校生には､見逃せない話題！ 
 

 

『人工知能と経済の未来 2030年雇用大崩壊』 

井上智洋/文春新書、『人工知能は人間を超えるか』 

松尾豊/KADOKAWA 他､展示中 

 

薬も 量を間違えれば毒 

毒でも 使い方で薬に 
 

図書館で根強い人気を誇る「毒」を主役に 

脇役は､細菌･微生物･寄生虫 

エピローグには､毒気を含んだ小説を集めました。 
 

食中毒のシーズン､本の毒気にあたって 

お腹を壊さないようご注意願います。 
 

 

毒本の決定版！毒マニアも大満足！ 
『毒の科学 毒と人間のかかわり』 

 船山信次/ナツメ社 

薬や毒の知識は､文明が発展してい

くにつれ権力者が政治的な道具とし

て利用した。第一章では､世界各地の

毒の歴史が写真で紹介され面白い。

中世ヨーロッパでは超自然的な力が

宿ると信じられ､魔法や悪魔と結び

ついたオカルト的なエピソードが豊富。マンドレイ

クや｢賢者の石｣の秘密も分かります。ローマ時代か

らある毒による暗殺の例､世界中の猛威を振るった

ペストやコレラなどの病原菌がのちに化学療法の発

展につながったなど､真面目な話までたっぷり。 

 

いつも飲む薬､効く仕組みが分かった！ 

『薬は体に何をするか あの薬が効くしくみ』  

矢沢サイエンスオフィス/技術評論社 

ステロイド剤､頭痛薬､抗生物質､ア

レルギー治療薬など､身近な薬を取

り上げ､薬はどうやって脳や心臓､血

液､神経に作用するのかエピソード

を交えて紹介。化学式や高校生物用

語はあまり登場しないので､中学生

でも雑学系読み物として楽しめます。 

「抗生物質って何なん？」と思って

いたけど､カビや微生物の生産物であり､かつ自分以

外の微生物に対して対抗する力を持つらしい。多く

は､土の中で生きている細菌から発見されるという。 
 

憧れと劣等感の間に揺れる 女子高生のリアル 

『終点のあの子』 柚木麻子/文藝春秋 

ミッション系女子高が舞台の連作短編。 

有名な写真家を父に持つ朱里は､スト

レートな物言いと個性が魅力だが､時

に周囲をいら立たせた。級友の希代子

は､彼女に憧れて友達になったにもか

かわらず､身勝手な理由から彼女を懲らしめようと

計画する。誰でも経験のある後ろ暗い心理が丹念に

描写され､読者の心をひりつかせる。友達との距離感

に悩んだり､ある出来事で他人に対する態度を一変

させたり､実は友だちを見下していたり･･･。しかし

読後は重くない。反省と後悔で成長した彼女たちを

見届けられるから。        （以上 千葉） 
 

え!? 知らなかったではすまされない。 

『身近にある毒植物たち』森昭彦/ 

SB クリエイティブ 

よく目にし､手に取り､時には食する植

物の中に「毒植物」といわれるものが

あるらしい。詳しくは本書閲覧。例え

ば…アスパラガス(食用が平気な人で

も収穫時に酷いアレルギー症状が出

る)､梅シロップ等に使う青梅(生は不

可。加工することによって安全に)等々。聞き慣れた

植物が挙げられていて､内容を読んでその毒性に冷

や汗がたらり。野山や公園などでむやみに触るべか

らず。 
 

もしかして”薬”が関わっていた!? 

『薬で読み解く江戸の事件史』 
山崎光夫/東洋経済新報社 

歴史を勉強している時に､「これからっ

てタイミングで急死!?」など疑問に感

じたことはないだろうか?本書は「薬」

をキーワードに江戸時代の歴史や人物

像を解明する。「家康は自ら調剤し､当時では信じ難

い長寿だった。」「幕末の歴史を変えた島津斉彬怪死

の謎」「天然痘から急死へ。孝明天皇の容態書を読み

解く」など。いかに歴史の背後で薬が関与していた

かが分かる。徳川将軍家の秘薬「紫雪」は､財力を背

景に加賀藩が製造。分家の富山藩が展開した配置売

薬が後の「富山の置き薬」に繋がっ

ていたとは驚き！ 
 

どうしようもないのか? 母と娘。 

『あのひとは蜘蛛を潰せない』 
彩瀬まる/新潮文庫 

28歳の梨枝は､母親から「みっとも

ない女になるな。」「この世にお母さ

ん以上にあんたのことを考えてる人間なんていない

んだから！」と言われ続け母親の呪縛から逃れられ

ない。しかし､自分だけでなく､他人も､人との距離感

に悩み苦しんでいることに気付いていく。登場人物

各々の心情描写も上手く､一つ一つに共感できて心

に刺さる。梨枝は母親から本当の自立はできるの

か？なぜこのタイトルにしたのか？読んでみて下さ

い。   (以上 田中) 

人類の危機を救った偉大な科学者たちは実は…? 

『世にも奇妙な人体実験の歴史』ﾄﾚｳﾞｧｰ･ﾉｰﾄﾝ(著),

赤根洋子(訳)/文春文庫 

日本にも母と妻を実験台にして麻酔

薬を完成させた華岡青洲という医者

がいますが､いつの世にも人類を救う

偉大な発明の陰には己の身を犠牲にす

る偉大な科学者がいた！梅毒患者の膿

を「自分」に塗布､コレラ菌入りの水を

飲み干す､カテーテルを自らの心臓に通す―。その勇

気と無茶さに抱腹絶倒するうち､彼らの真の科学精

神に目を開かされます。 
 

わかっちゃいるけどやめられない… 

[脳内麻薬 人間を支配する快楽物質

ドーパミンの正体」中野 信子/幻冬舎

新書 

ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ､ｱﾙｺｰﾙ､ｵﾝﾗｲﾝｹﾞｰﾑ etc…。人間

はなぜ､これらをやめることができな

いのか？ それは「脳内麻薬」であるド

ーパミンが中脳から放出され､「快感」

を司る脳の各部位を巧みに刺激しているから。だが

このドーパミンは他人に褒められたり､難易度の高

い目標を達成するなど､「真っ当な喜び」を感じる時

にも大量に放出されているらしい。人間の脳の不思

議なメカニズムについて､話題の美人脳科学者がわ

かりやすく説明してくれています。 
 

ラスト1行の衝撃リバース（どんでん返

し）！！ 

｢リバース｣湊かなえ/講談社文庫 

作者が初めて編集者からあるお題を与

えられて書いた作品。どんなお題か話

せばすべてがネタバレにつながってし

まうのでここでは控えますが､つい先

日藤原竜也さん主演でドラマ化されていたので記憶

に新しい方も多いはず。もしドラマを見ていないな

らば是非､見た方も今度は本で､あっと驚くリバース

を味わって欲しい。ラスト1行まで一気読み必死の

ｼﾞｪｯﾄｺｰｽﾀーのような快感を味わってしまったら､イ

ヤミスの女王の虜になってしまうこと間違いなし!!    

（以上 梅谷） 

********************************************** 

 

 

 

7 月の特集 

「毒にも薬にもなる 危ない話」 

 
1961 年生。精神科医。筑波大学教授。引きこも

り問題の専門家。仏哲学者ラカンの解説書が高く

評価されている。オタク文化の研究者でもある。 

『承認をめぐる病』､『生き延びるためのラカン』､  

『ひきこもりはなぜ「治る」のか?』他､展示中。 

http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I024364880-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I000008259428-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I023504068-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I027339717-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I026682668-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I026673955-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I027672239-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I027672239-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I025151229-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I025151229-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I025151229-00
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I028010772-00


 

 

 


